
一般質問

平成２６年（２０１４年）１１月２日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
。

市
長　

臼
都
の
条
例
で
禁
止
区
域
や

禁
止
物
件
を
定
め
て
お
り
、
許
可
区

域
に
お
い
て
も
広
告
物
の
表
示
等
に

は
知
事
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。

　

渦
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
る
広
告
物
を
撤
去
す
る

こ
と
や
、
必
要
に
応
じ
て
都
と
連
携

し
、
事
業
者
に
是
正
勧
告
等
を
行
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

臼
信
号 

機
や
横
断
歩
道
等
の
交
通
対
策
は
ど

の
よ
う
な
経
過
で
対
応
す
る
の
か
。　

　

渦
公
園
設
置
に
関
し
て
近
隣
住
民

の
要
望
は
対
応
で
き
る
の
か
。

市
長　

臼
地
域
住
民
か
ら
要
望
が
あ

っ
た
際
は
、
現
地
を
確
認
し
、
意
見

を
聞
い
た
上
で
、
小
平
警
察
署
に
要

望
を
伝
え
て
い
る
。

　

渦
開
発
事
業
に
よ
る
提
供
公
園
は
、

ま
ず
、
公
園
の
位
置
等
を
事
業
者
と

協
議
し
て
決
定
し
、
そ
の
後
、
事
業

者
の
意
向
や
近
隣
地
域
の
要
望
を
聞

き
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
し
て
い

る
。
今
後
も
、
近
隣
地
域
等
に
喜
ば

れ
る
公
園
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

ま
ち
が
変
わ
る
と
き
に
市
は

積
極
的
に
か
か
わ
る
べ
き

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
小
平 

駅
北
口
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
関

係
で
小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
線
の
東
京
街
道
以
北
を
先
行
し

１９て
整
備
で
き
る
か
。

　

渦
花
小
金
井
第
５
号
踏
切
を
北
側

か
ら
南
側
に
渡
っ
た
地
点
は
右
折
禁

止
で
あ
る
が
、
そ
の
地
点
に
路
面
標

示
等
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
北
口
の
再
開
発
事
業
に
あ

わ
せ
て
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
状
況
に
よ
り
、
先
行
し
て
事
業

化
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
小
平
警
察
署
か
ら
は
、
適
し
た

位
置
が
な
い
た
め
設
置
は
難
し
い
と

聞
い
て
お
り
、
市
と
し
て
は
注
意
喚

起
の
看
板
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
小
川 

西
町
４
丁
目
推
進
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
今
後
の
方
向
は
。

　

渦
空
き
地
の
ま
ま
の
旧
小
平
養
護

小
平
駅
北
口
、
花
小
金
井
第
５
号
踏

切
、
大
沼
通
り
の
課
題
等
に
つ
い
て

小
川
駅
西
口
再
開
発
と

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

学
校
跡
地
の
整
備
の
見
通
し
は
。

市
長　

臼
小
川
駅
西
口
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
、

用
途
地
域
の
変
更
や
地
区
計
画
の
設

定
等
、
都
市
計
画
決
定
に
必
要
な
手

続
の
準
備
を
し
て
い
く
。

　

渦
当
該
地
は
、
西
側
に
隣
接
す
る

東
京
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
建

て
か
え
の
た
め
の
用
地
と
し
て
の
活

用
を
計
画
し
て
お
り
、
来
年
度
中
に

着
工
予
定
と
都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
再
開 

発
の
今
後
の
見
通
し
と
再
開
発
準
備

組
合
へ
の
市
と
し
て
の
支
援
は
。

　

渦
小
川
西
町
４
丁
目
推
進
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
ど
の
よ
う
な

意
見
が
出
さ
れ
た
か
。

市
長　

臼
再
開
発
準
備
組
合
で
は
、

事
業
計
画
案
の
見
直
し
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
お
り
、
方
針
が
出
れ
ば

臨
時
総
会
で
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

市
と
し
て
も
計
画
案
の
作
成
に
対
し

て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
。

　

渦
地
区
計
画
に
よ
る
良
好
な
住
環

境
の
形
成
や
駅
前
広
場
の
整
備
を
望

む
意
見
等
が
あ
っ
た
。

 
平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

臼
屋 

外
広
告
物
の
規
制
は
ど
の
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

渦
市
と
し
て
景
観
を
守
る
た
め
屋

外
広
告
物
を
取
り
締
ま
る
に
は
ど
ん

再
び
、
小
川
駅
西
口
地
区
再
開
発
と

周
辺
環
境
な
ど
に
つ
い
て

ま
ち
の
景
観
を
守
る
た
め
東
京
都

屋
外
広
告
物
条
例
を
活
用
せ
よ

 
 

【
産
業
・
暮
ら
し
】

○
空
き
家
、
空
き
室
、
空
き
店
舗
の

有
効
活
用
を

○
映
像
を
利
用
し
た
地
域
振
興
を
進

め
よ
う

【
都
市
整
備
】

○
国
分
寺
駅
北
口
再
開
事
業
と
小
平

市
と
の
関
係
は
い
か
に

【
教
育
・
文
化
】

○
小
学
１
年
生
体
験
教
室
を
全
て
の

市
立
小
学
校
で
行
お
う

o
o

o
o
o
o
o
o
o

掲

載

分

以

外

の

質

問

項

目

花小金井第５号踏切の右折禁止箇所

  
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

現
行
の 

　

歳
か
ら
の
受
給
対
象
年
齢
を　

歳

６５

４０

か
ら
に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
受

給
対
象
要
件
を
介
護
保
険
認
定
者
と

し
、
所
得
制
限
を
撤
廃
で
き
な
い
か
。

市
長　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
の
目
標
年
で
あ
る
平
成　

年
に
向

３７

け
て
介
護
保
険
認
定
者
数
が
大
幅
に

ふ
え
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
本
事

業
の
対
象
者
も
ふ
え
て
い
く
こ
と
か

ら
、
今
後
、
対
象
年
齢
の　

歳
ま
で

４０

の
引
き
下
げ
や
所
得
制
限
の
撤
廃
に

つ
い
て
は
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ

り
、
引
き
続
き
研
究
に
努
め
て
い
く
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
近
隣 

市
で
進
ん
で
い
る
見
守
り
に
関
す
る

協
定
を
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

　

渦
見
守
り
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
開
設

に
向
け
た
検
討
状
況
は
。

市
長　

臼
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
必
要
な
情
報
が
集

約
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

　

渦
次
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
検
討
の
中
で

見
守
り
の
充
実
を
重
点
施
策
と
捉
え

取
り
組
ん
で
お
り
、
必
要
な
体
制
づ

く
り
の
方
向
性
を
計
画
に
盛
り
込
む
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
シ 

ル
バ
ー
ピ
ア
入
居
者
の
平
均
年
齢
と

高
齢
化
に
伴
う
課
題
は
。

福
祉

ね
た
き
り
高
齢
者
お
む
つ
支
給
等
事
業
を

介
護
保
険
認
定
者
に
拡
大
せ
よ

地

域

見

守

り

体

制

の

検
討
状
況
は
い
か
が
か

高
齢
化
が
進
む
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　

渦
生
活
協
力
員
の
現
状
と
課
題
は
。

市
長　

臼
平
均
年
齢
は　
歳
で
あ
る
。

７９

身
体
的
機
能
が
衰
え
て
自
立
生
活
が

困
難
に
な
る
こ
と
や
認
知
症
の
発
症

等
か
ら
近
隣
と
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る

こ
と
で
、
生
活
協
力
員
の
負
担
が
重

く
な
る
こ
と
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

　

渦
現
在
、　

人
の
配
置
の
う
ち
３

１６

人
の
欠
員
が
あ
り
随
時
募
集
を
行
っ

て
い
る
が
、
欠
員
状
態
が
続
い
て
い

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
障
が 

い
者
福
祉
計
画
等
の
策
定
の
た
め
に

行
っ
た
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

渦
災
害
時
の
障
害
者
の
避
難
に
対

し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

臼
前
回
の
調
査
と
同
様
に
、

市
に
望
む
施
策
に
身
体
障
害
の
あ
る

人
は
道
路
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推

進
を
、
知
的
障
害
の
あ
る
人
は
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
整
備
を
、
精
神
障

害
の
あ
る
人
は
相
談
支
援
体
制
の
充

実
を
挙
げ
、
取
り
組
む
べ
き
施
策
の

方
向
性
は
継
続
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

渦
災
害
時
要
援
護
者
の
取
り
組
み

と
し
て
、
今
後
も
、
安
全
な
場
所
へ

の
避
難
体
制
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

を
基
本
に
、
支
援
に
努
め
て
い
く
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
見 

守
り
な
ど
地
域
の
担
い
手
を
育
成
す

る
た
め
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
受
講
生
を
登
録
し
て
情
報

提
供
等
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

渦
特
に
課
題
を
抱
え
込
み
や
す
い

男
性
介
護
者
へ
の
対
策
事
業
を
関
係

課
等
と
の
連
携
、
市
民
と
の
協
働
で

行
っ
て
は
ど
う
か
。

小
平
市
障
が
い
者
福
祉

計

画

等

に

つ

い

て

認
知
症
の
高
齢
者
と
家
族
を

支

え

る

た

め

に

市
長　

臼
受
講
者
名
簿
を
作
成
し
、

受
講
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
や
情
報
提
供
等
を
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
関
係
課
で
連
携
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
要 

支
援
者
へ
の
介
護
予
防
給
付
は
地
域

支
援
事
業
移
行
後
も
質
・
量
と
も
に

継
続
さ
れ
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

渦
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
が
２
割
負
担
に
な
る
こ
と
で
、

介
護
か
ら
遠
の
き
、
重
度
化
す
る
高

齢
者
が
ふ
え
る
と
考
え
る
が
対
策
は
。

市
長　

臼
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
よ
り
必
要
と
認
め
る
場
合
は
同

等
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

　

渦
従
来
と
同
様
に
一
定
限
度
額
を

超
え
た
分
に
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
が
支
給
さ
れ
、
必
ず
し
も
２
割
負

担
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
利
用
者

や
介
護
支
援
専
門
員
等
へ
の
本
改
正

内
容
の
適
切
な
周
知
に
努
め
て
い
く
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
特
別 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
基
盤
整
備

を
ど
う
進
め
て
い
く
か
。

　

渦
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体

制
と
機
能
強
化
を
ど
う
図
る
か
。

市
長　

臼
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
基
盤
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
検

討
し
て
い
る
。

　

渦
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

開
催
す
る
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進
を

図
る
ほ
か
、
各
種
事
業
の
充
実
や
、

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

強
化
等
を
行
っ
て
い
く
。

医
療
・
介
護
総
合
推
進
法
の
実
施
は

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
、向
上
を
図
れ

安
心
し
て
利
用
で
き
る

介
護
制
度
を
ど
う
す
す
め
る
か

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
必
須 

事
業
は
何
か
。

　

渦
必
須
事
業
の
準
備
状
況
は
。

　

嘘
任
意
事
業
は
ど
の
よ
う
な
事
業

を
検
討
し
て
い
る
か
。

　

唄
生
活
保
護
受
給
者
等
か
ら
の
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
自
立
相
談
支
援
事
業
と
住

宅
確
保
給
付
金
の
支
給
で
あ
る
。

　

渦
現
行
の
低
所
得
者
・
離
職
者
対

策
事
業
等
を
拡
充
す
る
方
向
で
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　

嘘
ま
ず
は
学
習
支
援
事
業
を
優
先

し
て
検
討
し
て
い
る
。

　

唄
生
活
困
窮
者
の
生
活
状
況
等
は

各
種
窓
口
等
で
の
対
応
で
把
握
に
努

め
て
い
る
の
で
、
行
っ
て
い
な
い
。

 
平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

臼
介 

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

の
開
始
時
期
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

渦
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
把
握
は

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
支
援
体
制
の
構
築
を

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た

地
域
で
支
援
を
受
け
る
た
め
に

し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
来
年
度
を
事
業
の
準
備
期

間
と
し
て
、
実
施
方
針
の
策
定
や
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

等
の
検
討
を
行
い
、
平
成　

年
度
以

２８

降
、
準
備
状
況
や
近
隣
市
の
動
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
対
応
を
進
め
て
い
く
。

　

渦
都
の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
養
成

研
修
を
受
講
し
た
医
師
は
、
現
在
２

人
と
捉
え
て
い
る
。

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
健

康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
の
対
策
を
ど

う
考
え
る
か
。

　

渦
運
動
的
要
素
を
次
期
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

に
積
極
的
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く

り
を
継
続
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
運
動
を
習
慣
化
し
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
は
介
護
予
防
の
観
点
か
ら

も
極
め
て
重
要
と
捉
え
て
お
り
、
次

期
計
画
に
お
い
て
も
運
動
や
健
康
づ

く
り
の
推
進
と
充
実
に
取
り
組
む
。

人
生
ラ
ス
ト　

年
問
題
に
つ
い
て

１０

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
街

路
樹
や
公
園
の
立
ち
木
が
倒
れ
、
事

故
に
結
び
つ
い
た
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。

　

渦
市
道
の
街
路
樹
に
つ
い
て
危
険

性
の
把
握
と
把
握
時
の
対
応
は
。

市
長　

臼
小
川
西
保
育
園
通
り
の
も

み
じ
が
台
風
に
よ
り
倒
木
し
、
近
隣

学
校
の
フ
ェ
ン
ス
の
一
部
を
破
損
し

た
り
、
上
宿
緑
地
公
園
の
松
の
枝
が
、

大
雪
で
折
れ
て
北
側
の
フ
ェ
ン
ス
を

直
撃
し
た
事
故
等
が
あ
っ
た
。

街
路
樹
や
公
園
な
ど
の

立
ち
木
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

渦
職
員
や
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

る
目
視
点
検
と
街
路
樹
剪
定
委
託
業

者
等
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
把
握

し
、
建
設
事
業
所
等
に
よ
り
で
き
る

限
り
速
や
か
に
処
理
し
て
い
る
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（
み
な
）　

臼
玉

川
上
水
と
西
武
多
摩
湖
線
が
交
差
し

て
い
る
場
所
に
小
公
園
を
設
置
す
る

こ
と
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　

渦
こ
の
場
所
に
小
公
園
を
設
置
す

る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

西
武
多
摩
湖
線
を
見
学
で
き
る

さ
く
ら
橋
小
公
園
の
新
設
に
つ
い
て

公
園
・
用
水

市
長　

臼　

平
方
㍍
程
度
の
市
の
所

２０

有
地
が
あ
る
が
、
面
積
が
十
分
で
な

い
た
め
、
検
討
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

渦
市
の
所
有
地
部
分
へ
の
さ
く
ら

橋
の
歴
史
的
由
来
に
関
す
る
案
内
板

の
設
置
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
と

あ
わ
せ
て
今
後
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の

設
置
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

都
市
整
備


